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短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
人
事
院
は
、
６

月
２０
日
、
公
務
労
組
連
絡
会
に

対
し
て
、
以
下
の
「
育
児
の
た

め
の
短
時
間
勤
務
制
度
（
素

案
）
」
を
提
示
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①

趣
旨
�
常
勤
職
員
の
ま
ま

職
務
を
部
分
的
に
離
れ
て
子
育

て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
（
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤

務
制
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
職
業
生
活
と
家
庭

生
活
の
両
立
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
後
補
充
を
行
う
た

め
の
短
時
間
勤
務
職
員
を
、
任

期
を
定
め
て
採
用
す
る
仕
組
み

（
任
期
付
短
時
間
勤
務
制
）
を

導
入
し
、
も
っ
て
公
務
能
率
の

維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

②

期
間
�
短
時
間
勤
務
の
期

間
は
上
限
１
年
、
下
限
１
月
と

し
、
最
長
で
子
が
小
学
校
就
学

始
期
に
達
す
る
ま
で
更
新
を
認

め
る
。

③

勤
務
時
間
�
１
日
当
た
り

４
時
間
（
週
２０
時
間
）
も
し
く

は
５
時
間
（
週
２５
時
間
）
又
は

週
２
日
半
（
２０
時
間
）
も
し
く

は
週
３
日
（
２４
時
間
）
勤
務
の

４
パ
タ
ー
ン
を
設
け
る
。

④

給
与
�
給
与
の
時
間
割
を

基
本
と
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

現
在
、
育
児
時
間
（
有
給
休

暇
）
、
部
分
休
業
（
１
日
２
時

間
、
無
給
）
が
あ
り
ま
す
が
、

新
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

期
間
や
代
替
配
置
の
あ
り
方
、

賃
金
制
度
な
ど
さ
ら
に
検
討
を

加
え
、
よ
り
使
い
や
す
い
制
度

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

人
事
院
は
、
国
公
労
連
な
ど

と
の
交
渉
・
協
議
を
す
す
め
、

今
年
の
勧
告
に
盛
り
込
む
方
針

で
す
。
こ
の
間
、
公
務
労
組
連

絡
会
と
し
て
人
事
院
と
の
交
渉

で
意
見
も
述
べ
て
い
ま
す
が
、

地
方
確
定
に
む
け
て
各
県
で
も

十
分
な
協
議
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

全
国
で
は
、
運
動
の
中
で
育

児
時
間
や
子
ど
も
の
看
護
休
暇

な
ど
育
児
・
介
護
に
か
か
わ
る

権
利
を
次
々
と
拡
大
し
て
き
て

い
ま
す
。
短
時
間
勤
務
制
度
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

れ
ら
の
権
利
が
切
り
下
げ
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全教は７月１３日、臨時国会で継続審議
が予定されている教育基本法改悪法案を
廃案に追い込むための、夏から秋にかけ
ての具体的なとりくみについて、全国代
表者会議を開催し、意思統一しました。

７
月
７
日
、
小
泉
内
閣
と
し

て
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０

６
」（
以
下
、
０６「
骨
太
方
針
」）

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

０６
「
骨
太
方
針
」
が
目
玉
に

し
て
い
る
「
歳
出
・
歳
入
一
体

改
革
」
は
、
社
会
保
障
の
い
っ

そ
う
の
改
悪
と
公
務
員
人
件
費

削
減
、
そ
し
て
消
費
税
増
税
の

路
線
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
削
減
に
お
い
て
、
文
教

予
算
で
は
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
金
に
つ
い
て
、
教
職
員
定

数
の
「
今
後
５
年
間
で
１
万
人

程
度
の
純
減
」
を
す
る
と
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
間
各
自

治
体
の
努
力
で
４６
道
府
県
ま
で

広
が
っ
て
き
た
少
人
数
学
級
の

と
り
く
み
が
危
機
的
な
状
況
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

さ
ら
に
、
私
学
助
成
予
算
に

つ
い
て
も
、
「
名
目
値
で
対
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
％
と
す
る

こ
と
を
基
本
」
と
し
ま
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
憲
法
と
教

育
基
本
法
は
、
教
育
の
機
会
均

等
と
そ
れ
を
担
保
す
る
教
育
行

政
の
教
育
条
件
整
備
義
務
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

国
が
そ
の
責
任
を
投
げ
捨
て

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

公
務
員
人
件
費
は
全
体
で
２

・
６
兆
円
の
削
減
と
さ
れ
、
教

職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
は

「
地
方
に
お
け
る
民
間
給
与
水

準
へ
の
準
拠
」
や
「
人
材
確
保

法
に
基
づ
く
優
遇
措
置
を
縮
減

す
る
」
と
し
た
上
で
、
「
メ
リ

ハ
リ
を
付
け
た
教
員
給
与
体
系

を
検
討
」
し
、
「
そ
の
結
果
を

退
職
手
当
等
に
も
反
映
さ
せ

る
」
と
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
で
は
生
活
保
護
の

改
悪
や
失
業
等
給
付
の
国
庫
負

担
廃
止
、
介
護
・
医
療
に
お
け

る
国
民
負
担
増
な
ど
に
よ
る
抜

本
的
な
改
悪
に
よ
る
１
・
６
兆

円
の
削
減
を
行
な
う
と
し
ま
し

た
。ま

さ
に
不
安
定
な
就
業
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
青
年
を
は
じ

め
社
会
的
弱
者
や
高
齢
者
を
切

捨
て
る
も
の
で
す
。
一
方
、
歳

入
「
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
消

費
税
の
増
税
と
、
「
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
我
が
国

経
済
の
国
際
競
争
力
を
強
化
」

す
る
た
め
の
大
企
業
減
税
の
方

向
を
示
し
ま
し
た
。

全
教
は
、こ
の
よ
う
な
０６「
骨

太
方
針
」
の
閣
議
決
定
に
反
対

し
、
当
面
す
る
概
算
要
求
期
か

ら
２
０
０
７
年
度
予
算
編
成
期

に
向
け
て
の
た
た
か
い
を
強
化

し
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
を
守

り
生
か
す
国
民
的
な
共
同
の
構

築
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

（
生
権
局

蟹
澤
昭
三
）

教
育
基
本
法
改
悪
反
対
の
風

を
吹
か
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
考
え
、
そ
の
結
果
で

き
た
の
が
「
変
え
ち
ゃ
ダ
メ
う

ち
わ
」
。
千
葉
県
は
房
州
う
ち

わ
の
産
地
。
１
学
期
終
了
前
に

職
場
に
届
け
ま
し
た
。
職
場
の

全
教
職
員
に
配
り
、
職
員
室
や

教
室
で
、
廊
下
を
歩
く
と
き
も

「
う
ち
わ
」
を
使
っ
て
、「
変
え

ち
ゃ
ダ
メ

教
育
基
本
法
」
の

風
を
大
い
に
吹
か
せ
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
う
ち
わ
表
面
に

は
、
教
育
基
本
法
前
文
と
第
１

条
、
第
１０
条
を
、
裏
面
に
全
教

共
済
の
広
告
を
載
せ
ま
し
た
。

教育基本法改悪法案は９月下旬にも召集が想定される臨時国
会での継続審議が予定されています。会議では、全組合員がと
りくむ運動として、すべての職場から学習・議論をすすめ、�
ビラを持っての父母・ＰＴＡとの懇談、�未組合員との対話と
組合加入にとりくもうと呼びかけました。
学習をすすめるために、全教作成の新たな討議資料、「新聞

全教」７月５日号、『クレスコ』７月号などを活用しましょう。
あらたに作成したビラや署名用紙などを活用し、「やっぱり廃
案しかない」の世論を広げる宣伝・対話を、この夏旺盛にすす
めましょう。
また廃案をめざす世論を広げるために、全国一斉職場集会の

開催と学習・宣伝行動（９月１３日から１５日）、教育基本法の改
悪を許さない全国キャラバン（９月初旬から１０月中旬）を成功
させるなど、広範な労働者・国民との共同を広げることが確認
されました。

全
教
・
広
島
市
教
組
は
秋
の

と
り
く
み
の
前
進
を
め
ざ
し
、

職
場
・
行
政
区
ご
と
の
教
育
基

本
法
の
学
習
会
を
開
催
中
。

６
月
１２
日
に
は
安
佐
南
区
で

学
習
会
を
開
催
。教
職
員
１１
人
、

地
域
の
住
民
、
退
職
教
職
員
な

ど
４
人
の
計
１５
人
が
参
加
。
参

加
し
た
元
市
教
組
委
員
長
は
、

「
教
職
員
が
先
頭
に
た
っ
て
、

教
育
基
本
法
を
ま
も
る
意
気
込

み
を
見
せ
て
欲
し
い
」と
激
励
。

今
後
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
小
集

会
を
開
催
し
よ
う
と
確
認
し
て

い
ま
す
。

≪具体的なとりくみ≫
８月１７～２０日 教育のつどい２００６（埼玉）
８月２６日 教育基本法改悪法案を廃案に！８・２６学習決起集会

（東京）
９月１３～１５日 全国一斉職場集会（学習、意思統一と運動の推進を

はかり、地域での集会、宣伝にとりくむ）
９月２９日（予定）臨時国会開会日行動（中央・地方）
９月下旬～１０月中旬 憲法・教育基本法改悪反対全国キャラバン
１０月１８日 憲法・教育基本法改悪反対中央行動・集会（東京・

日比谷野外音楽堂）
１１月１７日 憲法・教育基本法改悪反対、悪法成立阻止国民大集

会（仮）（東京・明治公園）

京
都
市
で
は
行
政
区
ご
と
の

と
り
く
み
が
す
す
ん
で
い
ま

す
。
５
月
１１
日
に
全
府
か
ら
１

８
０
０
人
を
集
め
た
集
会
後
、

行
政
区
ご
と
の
話
し
合
い
を
持

ち
、
伏
見
区
と
左
京
区
で
は
早

速
、
地
域
連
絡
会
を
結
成
。
そ

し
て
伏
見
区
で
は
、
毎
週
の
会

合
や
宣
伝
行
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

そ
の
と
り
く
み
の
中
で
、
中

学
校
区
単
位
の
懇
談
会
を
実
施

し
よ
う
と
２
中
学
校
区
で
開

催
。
そ
う
し
た
懇
談
会
の
積
み

重
ね
の
上
に
、
５０
人
規
模
の
集

会
も
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

６
月
２３
〜
２８
日
の
６
日
間
に

わ
た
っ
て
カ
ナ
ダ
西
海
岸
・
バ

ン
ク
ー
バ
ー
で
開
か
れ
た
、
世

界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
世
界
９７
カ
国
・
５
０

０
０
人
の
参
加
者
が
、
討
論
や

文
化
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
総

勢
１
５
１
人
に
お
よ
ぶ
日
本
原

水
協
代
表
団
の
一
員
と
し
て
核

兵
器
廃
絶
と
憲
法
９
条
の
価
値

を
訴
え
る
諸
行
動
に
、
カ
タ
コ

ト
の
英
語
を
頼
り
に
奮
闘
し
ま

し
た
。
２
日
目
の
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
出
発
前
、「
ね
が
い
」
の
演

奏
に
興
味
を
示
し
た
人
に
話
し

か
け
ら
れ
た
の
が
最
初
の
英
会

話
に
な
り
ま
し
た
。
�Junior

high
school

students
made

this
song.

�
と
説
明
す
る
と
、

�G
o
o
d

�と
の
返
事
。
自
分
の

英
語
が
学
校
以
外
の
実
社
会
で

通
じ
た
、
生
涯
で
初
め
て
の
瞬

間
で
し
た
。
そ
の
後
も
た
ど
た

ど
し
い
英
語
な
が
ら
、
「
す
み

や
か
な
核
廃
絶
の
た
め
に
」
署

名
の
訴
え
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
何
気
な
く
使
っ
た

�A
rticle

9

�
（
�
憲
法
９

条
）
と
い
う
言
葉
に
、
日
本
か

ら
参
加
し
た
意
義
が
詰
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
�A

rticle

9

�
の
一
言
が
、
日
本
人
が
心

か
ら
平
和
を
望
み
、
そ
の
た
め

に
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
を
、
下

手
な
単
語
を
ど
ん
な
に
並
べ
立

て
る
よ
り
も
相
手
に
し
っ
か
り

伝
え
ら
れ
る
と
実
感
し
た
か
ら

で
す
。
単
に
英
語
が
通
じ
た
だ

け
で
は
な
く
、
「
平
和
な
世
界

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
い

う
願
い
を
互
い
に
共
有
で
き
た

―
―
こ
の
貴
重
な
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
た
た
か
い
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
教
書
記

伊
藤
知
行

那
賀
中
学
校
の
畑
昌
吾
先
生

が
高
校
入
試
直
前
の
９８
年
２
月

２５
日
の
早
朝
、
心
筋
梗
塞
を
発

症
し
、
３８
才
と
い
う
若
さ
で
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。

遺
族
の
「
公
務
災
害
認
定
請

求
」
に
対
し
、
地
方
公
務
員
災

害
補
償
基
金
和
歌
山
県
支
部

は
、�
勤
務
の
過
重
性
は
な
い
、

�
中
体
連
業
務
は
公
務
外
、
�

本
人
の
疾
病
が
原
因
、
と
し
て

不
当
に
も
「
公
務
外
」
と
し
ま

し
た
。
そ
の
取
り
消
し
を
支
部

審
査
会
に
求
め
て
い
ま
し
た

が
、
去
る
６
月
、
審
査
会
は「
公

務
外
認
定
処
分
」を
取
り
消
し
、

公
務
災
害
と
認
定
し
ま
し
た
。

公
務
災
害
認
定
を
勝
ち
取
る

た
め
に
、
当
時
の
同
僚
を
中
心

に
「
支
援
す
る
会
」
が
結
成
さ

れ
、
和
教
組
で
も
、
審
査
会
宛

の
要
請
ハ
ガ
キ
や
教
職
員
の
勤

務
実
態
を
訴
え
る
手
記
を
作
成

・
提
出
す
る
な
ど
支
援
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
の
教
職
員
組
合

か
ら
も
団
体
署
名
に
協
力
い
た

だ
き
、
そ
の
力
で
「
公
務
災
害

認
定
」
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

逆
転
勝
利
の
教
訓
は
、
�
超

過
勤
務
の
総
量
で
、
休
憩
時
間

中
の
業
務
や
持
ち
帰
り
仕
事
も

「
勤
務
」
と
認
定
さ
せ
、
�
基

金
支
部
が「
ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
」

と
認
め
な
か
っ
た
精
神
的
緊
張

を
伴
う
業
務
に
つ
い
て
も
、
生

徒
指
導
の
困
難
さ
や
入
試
業

務
、
保
護
者
と
の
対
応
等
で
相

当
な
精
神
的
・
肉
体
的
負
荷
を

認
定
さ
せ
た
、
�
大
阪
高
裁
で

の
鈴
木
・
荻
野
裁
判
勝
利
、
京

都
市
東
條
先
生
の
審
査
会
で
の

勝
利
な
ど
、
こ
の
間
の
全
国
的

な
運
動
に
よ
り
、
教
職
員
の
公

務
災
害
認
定
で
大
き
な
前
進
を

築
い
て
き
た
こ
と
で
す
。

審
査
会
が
教
職
員
の
勤
務
実

態
を
正
し
く
認
定
し
、
「
公
務

災
害
」
と
認
定
し
た
こ
と
は
、

今
後
の
私
た
ち
の
運
動
に
も
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

多
忙
が
よ
り
深
刻
化
す
る
中

で
、
二
度
と
過
労
死
を
生
み
出

さ
な
い
職
場
・
学
校
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
和

教
組
と
し
て
全
力
を
あ
げ
て
と

り
く
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

武
田
正
利

和
教
組
書
記
長

文
科
省
は
、
公
立
小
中
高
校

の
教
員
約
１
万
人
を
対
象
に
、

７
月
か
ら
半
年
間
、
勤
務
時
間

や
超
過
勤
務
の
原
因
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。
国
の

責
任
で
こ
の
種
の
調
査
を
行
う

の
は
１
９
６
６
年
以
来
、
４０
年

ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

調
査
は
、
毎
月
約
１
万
人
、

半
年
間
で
延
べ
約
６
万
人
を
対

象
に
実
施
し
、
結
果
を
教
員
給

与
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
と

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
７
月
３
日
か
ら

１２
月
１７
日
ま
で
、
小
中
学
校
を

毎
月
各
１
８
０
校
抽
出
し
、
１

校
に
つ
き
１
カ
月
を
か
け
、
半

年
間
で
計
２
１
６
０
校
を
調
査

し
ま
す
。一
般
の
教
員
に
加
え
、

校
長
、
教
頭
、
栄
養
教
諭
、
養

護
教
諭
、
常
勤
講
師
ら
も
対
象

で
、授
業
や
生
活
指
導
の
ほ
か
、

会
議
、
保
護
者
へ
の
対
応
や
持

ち
帰
り
仕
事
な
ど
、
１
日
の
業

務
を
詳
細
に
記
録
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
学
校
に
お
け
る
教
職

員
の
長
時
間
過
密
労
働
の
軽
減

は
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
文
科
省
の
調
べ
で
は
、
教

員
の
長
期
休
職
者
の
う
ち
精
神

疾
患
に
よ
る
も
の
が
１
９
９
５

年
度
で
３４
％
で
し
た
が
、
０４
年

度
に
は
５６
・
４
％
と
増
え
、
過

去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
習
授
業
や
持
ち
帰
り
仕
事

で
長
時
間
過
密
労
働
は
常
態
化

し
、
こ
の
間
各
県
で
教
職
員
の

勤
務
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
文
科
省
調
査
に
先
立

っ
て
４
月
に
行
わ
れ
た
プ
レ
調

査
の
結
果
で
も
、
１
カ
月
あ
た

り
の
小
中
学
校
の
平
均
で
、
校

内
に
お
け
る
時
間
外
労
働
が
約

６５
時
間
、
持
ち
帰
り
残
業
約
２０

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
実
態
を
解
決
す
る

施
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、
文
科

省
の
責
任
で
す
。
教
職
員
定
数

増
を
す
る
こ
と
な
し
に
根
本
的

な
解
決
の
道
筋
が
見
え
て
こ
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
は
教

員
給
与
の
見
直
し
に
限
定
し
て

超
勤
実
態
を
調
べ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。

７
月
７
日
に
発
表
さ
れ
た

「
骨
太
方
針
」
で
教
員
給
与
の

「
優
遇
」
縮
減
が
明
記
さ
れ
た

中
で
、
教
員
賃
金
引
下
げ
の
枠

内
で
「
メ
リ
ハ
リ
あ
る
給
与
体

系
の
見
直
し
」
を
文
科
省
が
め

ざ
し
て
い
る
こ
と
は
容
認
で
き

ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
４０
年
ぶ

り
に
国
と
し
て
調
査
に
踏
み
切

っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

全
教
と
し
て
は
、
今
回
の
勤

務
実
態
調
査
に
積
極
的
に
対
応

し
、
教
職
員
の
勤
務
実
態
を
あ

り
の
ま
ま
に
調
査
に
反
映
し
、

教
職
員
定
数
増
、
超
勤
縮
減
、

計
測
可
能
な
超
勤
に
対
す
る
時

間
外
手
当
支
給
な
ど
、
攻
勢
的

な
た
た
か
い
を
す
す
め
て
い
く

方
針
で
調
査
に
臨
み
ま
す
。

公立学校共済組合任命処分取消等訴訟
第８回口頭弁論ひらく 今後証拠調べ

第８回口頭弁論で被告側（文科省、公立

学校共済組合）は、「運営審議会は理事長

の諮問機関であり、最高意思決定機関では

ない」「被告共済組合の執行を監督する権能

も有してない」とし、民主的な運営を全く

無視した主張を行った。この日、原告・被

告双方からの主張・反論が出揃ったことか

ら、次回期日には被告側からも立証計画が

示され、まもなく証拠調べに入る予定。

公正な裁判を求める署名は、７月５日現

在、３万７０９２筆を集約。引き続き署名のと

りくみが重要となっている。

定数改善、「栄養教諭制度」などで
栄養職員部が文科省交渉で要求

全教栄養職員部は文科省交渉を行い、「食

生活の大きな変化の中、健康問題が深刻化

し、子どもたちの心と体の健やかな成長・

発達のために、安全で豊かな食生活が求め

られている」とし、食教育の充実を求めた。

交渉では、「１校１人の学校栄養職員ま

たは栄養教諭の配置をめざした教職員定数

改善計画の策定」などとともに、「栄養教

諭制度」について、希望する全ての栄養職

員が、栄養教諭になれるための給与費と認

定講習会受講にかかわる予算の計上を行う

よう文科省に迫った。

文科省の勤務時間実態調査

実態示し攻勢的なたたかいを
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教
員
給
与「
優
遇
」縮
減
な
ど

国
が
責
任
放
棄
の
歳
出
削
減

骨太の方針２００６（経済財政運営と構造改革に
関する基本方針２００６ ）

改
悪
反
対
の
風
を
！

�
変
え
ち
ゃ
ダ
メ
�う
ち
わ

PART３

職
場
・
行
政
区
ご
と
に

教
育
基
本
法
の
学
習
会
開
催

中
学
校
区
単
位
で

懇
談
会
を
開
催

育育
児児
のの
たた
めめ
のの
短短
時時
間間
勤勤
務務
制制
度度

教育基本法改悪法案の
廃案に向け意思統一

全国代表者会議

職
場
・
地
域
で
旺
盛
に
学
習
を

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
廃
案
へ
世
論
広
げ
よ
う

教
職
員
の
く
ら
し
と
権
利
守
る

夏
季
闘
争

下
�
勤
務
時
間

支支支支支支
部部部部部部
審審審審審審
査査査査査査
会会会会会会
がががががが
逆逆逆逆逆逆
転転転転転転
認認認認認認
定定定定定定

休
憩
中
の
業
務
や
持
帰
り
仕
事
も「
勤
務
」

��AArrttiiccllee99��でで
伝伝わわるる「「平平和和のの日日本本」」
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カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー

畑畑昌昌吾吾先先生生過過労労死死事事件件

人
事
院
が
人
勧
に
向
け
検
討

�

�
�

思い思いのグッズで
「戦争反対」

核廃絶を訴えて行進する日本原水協代表団

写
真
は
京
都
・
福
知
山
市
で
開

か
れ
た
緊
急
市
民
集
会

和

歌

山

在りし日の畑昌吾先生と娘さんたち

�http : //www.zenkyo.biz
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